
The Japanese Association for Behavior Analysis(JABA)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　Behavior 　Analysis （JABA ｝

P58 晏杏麒 誓霄會苦鴛習
大
崗山i麟

DRL パ フ ォ
ー

マ ン ス の 獲得に及 ぼす異反応強 化手続きの 効果
Effects　of　differential　reinforcement 　of 　reSponses 　that　differ　from　preceding　responses

　　　　　　　　　　on 　acqUisition　of 　DRL 　perfoiTnance

　　　　　　　　　　　　　　 山 岸 直 基
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Naoki　YAMAGIS 田

　　　　　駒澤 大 学 文 学部
FacUlty　of 　Letters，　Komazawa 　University

　結果に よ る選択 （Skinner，1981）とい うパ ラ ダ イ ム

に よれ ば，オ ペ ラ ン ト行動も生 物 の 進化 と同様に変
異 と選 択 に よ り変化す る。本研究 の 目的 は，（1）反

応 が 繰 り返 し 生 起す る 時 の 各 反 応 間 の 時 間聞隔

（inlerrespense　time：【RT）と強化 後 の 最初 の 反応 まで

の 時 間 （post　reinforceme 皿t　pallse：PRP ）を 対 象 と し て ，
直前の ［RT あるい は PRP （以 下，　 IRTIPRTと略 す）

と異 な る 長 さ の IRTtPRP の 生起を強化す る 手続き

（異反応強化手続き）に よ り IRT！PRP の 変動性 （分

散）を 増加 させ ，（2） こ の 手 続きが DRL パ フ ォ
ー

マ

ン ス （無 反応 の ま ま一
定時間経過 し、そ の 後 に反応

す る） の 獲得 に 与 え る影響 を検討す る 二 とに よ り，
上 記 の パ ラ ダ イ ム を検証 す る こ と で あ る。
　　　　　　　　　　 方　法

【被験者】学部 生 13名 （男 性 7 名 ，女 性 6 名 ） が 実

験に参加 した。
【装置】実験 の 実行及 び データ の 記録には ノ

ー
ト型

パ ー
ソ ナ ル コ ン ピ ュ

ータ FUJITSU °FMV −BIBLO
Nu15 上の ）vlicrosoft

’
　visual　Basic驚 r．5 を 使用 し た ．

反 応 の 入 力 に は コ ン ピ ュ
ータマ ウス を利用 した。

【手 続き】被験者 に は、で きるだ け多 く得点す る こ

と，マ ウ ス を利用 して 画 面 に 表示 され た ボ タ ン を自

由に 押すよう教示 して 実験を開始した。被験者は ラ

ン ダム に 異反応強化群 （8名）と同反 応強化群 （5名〉

に振り分け られ，両群 1 名ず っ ペ ア に な っ た （5 ペ

ア ： 後述 す る よ うに ，異反 応強化 群 の 3 名 はペ ア を

構 成 して い な い ）。1 セ ッ シ ョ ン は 5分間だ っ た。
異反応強化群　フ ェ イ ズ 1 で は 5 秒以上 の IRTMRP
が 生起 した 時 に は 常 に 1 点獲得 で き （DRL5 秒），
fRTfPRP が 5 秒 以 下 の 場合 に は，直前の IRTfPRP と

そ の 長 さに ± 2 秒以 上 の 差があっ た ときに 1 点獲得

で き た （異 反 応 強 化手 続 き ）。フ ェ イ ズ 2 で は 異反 応

強 化 手続 き に変間隔 （vaiiable 　interva1：VI） ス ケ ジ ュ

ール を 導 入 し，異反 応 の 生 起 に 対 し て 間欠的 に得点

を 与 え た 。 そ れ以外は フ ェ イズ 1 と同 じだ っ た。
同 反 応強化群　フ ＝ イ ズ ］

・2 で は 5秒 以 上 の IRTMRP
が 生 起 した 時に は 常に t 点獲得 で き （DRL5 秒 ），
IRTIPRP が 5 秒 に 満たない 時には直前 の IRT ／PRP と

の 差 が ± 2 秒 以 内 だ っ た と きに W ス ケ ジ ュ
ール に基
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つ い て得点で きた （同反応強化手続き）。フ ェ イ ズ 1
の V正値 は，ペ ア となっ た異反応強化群の被験者の フ

ェ イ ズ 旦 の 最終 2 セ ッ シ ョ ン の 得点率か ら算出 し，
フ ェ イ ズ 2 は ，

ペ ア とな っ た被験者の フ ェ イ ズ 2 の

最初 の 2 セ ッ シ ョ ン に お け る得点率 か ら算 出 した。
そ の 結果 フ ェ イ ズ 1 の VI 値 は 2 ま た は 3 秒 で あ り，
フ ェ イ ズ 2 で は 7 ま た は 8秒 だ っ た。こ の 手続きに

よ り，異反 応強化群 で の DRL パ フ ォ
ー

マ ン ス の 変化

が異反応強化手続きに よ る もの か強化率 の 減少によ

る もの か を検 討 ず る こ と が で き る。
　　　　　　　　　　 結　 果

　異反応強化群 8 名 の うち 1名 は フ ェ イ ズ 1 に お い

て ほ とん ど得点で きず ， 別 の 1名 は フ ェ イ ズ 1 にお

い て 最初か ら DRL5 秒 の 反 応 を
一

定 頻度 で 生 起 させ

て い た た め フ ェ イ ズ 2 に は移行 しな か っ た。残 りの 6
名 に つ い て の ，5 秒を超 え る IRTrPRP の 生起数を図

に 示 す 。実線は フ ェ イ ズ の 移行を示 し，波線 は，VI
値の 増加 を意味す る。6 名中 5 名 に お い て 、フ ェ イ ズ

1 で は 5 秒 を超 え る IRT／PRP は ほ と ん ど 生 起 せ ず，
フ ェ イ ズ 2 への 移行 また は V 【値 の 増加 に伴 っ て 生 起

す る よ うに な っ た （こ の 5 名 が 同 反 応 強 化 群 の 被 験

者とペ ア を組ん で い る）e 同反応強化群で は 5名中4
名 に お い て 5秒 を超 え る IRT！PRP は 全 セ ッ シ ョ ン に

お い て 1 回も生 起せ ず，残 りの 1名 に お い て も，フ

ェ イ ズ 2 の 第 2 ・第 5 セ ッ シ ョ ン で そ れ ぞ れ 2 回 と 1
回生 起 した だ けだ っ た （図省略）。なお，フ ェ イ ズ 1
最終セ ッ シ ；1 ン の 両群各 5 名 の IRTIPRP の 分散は 異

反応強化群で，1．78，2．05 ，
2．07， 3．II，　 L80， 同反応

強化群で ，0．Ol ，0．21 ，0．02，0．Ol ，0 、04 で あ っ た，，
　　　　　　　　　　考　察

　本研究の 結果，IRTMRP に 対 して 異 反 応強化手続

き を適用 す る こ と に よ り IRT／PRP の 分散 が 増加す る

こ と，異 反 応 強 化 手続 きの 希薄化 が DRL5 秒を満 た

す 反 応 を継 続 的 に 生 起 させ る こ とが 明 らか に な っ た e

こ の 研究に よ り ， 行動変動性 を増大 させ る手続きが

新 た な 反 応 の 獲 得 を 促進 す る こ とが 示 され た。
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